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R O T A R Y C L U B O F T O Y O K A W A H O I  C L U B W E E K L Y 
 
 
 
 
 
例会日：毎週火曜日 12：30  例会場：豊川商工会議所 

会 長：山本章吾  幹 事：金田柾宏  ＳＡＡ：山田久就  会報委員長：笠原盛泰 

事務局：豊川市豊川町辺通 4-4豊川商工会議所会館内 ℡0533-86-2535 Fax0533-86-8889 

ホームページ http://toyokawahoi.tank.jp   Email hoirc@sala.or.jp 

本年度１１回  通算第９９０回  平成１８年９月２６日（火） 晴 
ゲ ス ト      地区ガバナー 斎藤直美さん（豊田ＲＣ）  地区幹事 藤井伸三さん（豊田ＲＣ） 
ビジター  （なし） 
出席報告  高木修委員長 

会員総数 計算会員数 本日の出席者数 本日の出席率 9/5修正出席率 

５５名 ４８名 ３５名 ６６．７％  ９１．６％ 

司会進行  山田久就ＳＡＡ 

★歓迎のことば     山本章吾会長 

ホストクラブ

を代表して歓迎

の挨拶をさせて

頂きます。斉藤

地区ガバナー並

びに藤井地区幹

事に於かれまし

ては、大変お忙しい中をお越し頂きまして誠

にありがとうございます。心より歓迎を申し

上げます。例会に先立ちまして、両クラブ合

同の会長幹事懇談会を開催させて頂きました。

大変和やかに時間一杯まで行いました。クラ

ブの現在の状況を報告させて頂き、斉藤ガバ

ナーより適切なアドバイスを頂きまして、大

変有意義な懇談会となりました。 
 ロータリーは、昨年 100周年を迎え、第２
世紀を歩みだしました。いろいろな問題を抱

えています。ひとつには、ここ数年で多くの

会員が退会されています。そんな現状を踏ま

えて今後のクラブの充実、発展にどのように

結びつけるかを大変苦慮しているところです。

今日のガバナーのお話、これからのクラブ運

営をどのようにしたら良いか参考にさせて頂

きたいと思います。 
 本日、9月 26日は、新しい日本の総理大臣
が誕生をする予定の日です。安倍新内閣が今

夜中にも発足するのではないかと思います。

このように意義ある日に斉藤ガバナーをお迎

えして公式訪問例会ができまして、私ども会

員の心に残る例会になるのではないかと思っ

ております。本日はありがとうございました。 
 

★ガバナーの講話  斎藤直美ガバナー 

 こんにち

は。豊田ロ

ータリーク

ラブの斉藤

でございま

す。今年は

ガバナーと

いう大役を

仰せつかっ

ております。今日で 23回目の公式訪問になり
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ます。今年の訪問先は 44回を予定しておりま
すので、ちょうど半分になりました。クラブ

数でいきますと、今日を入れて 40クラブ、地
区内 81クラブですので、ちょうど半分で峠に
居ることになります。半分ですが、くたびれ

てきました。公式訪問は、会長さん幹事さん

との懇談会で色々と指導をし、例会で講話を

する。その間に地区の様々な委員会がありま

して出席をする。ということで殆ど動きどう

しですが、とても楽しいです。発見がありま

す。今までに思いもかけなかったロータリー

情報を知ることができます。ひとつ紹介しま

すと、ロータリー財団におけるポールハリス

フェローをご存知だと思います。自分の持っ

ているポイントを人様あげることをご存じな

いと思います。「認証ポイントによるポール

ハリスフェロー」といい、私が 3000ポイント
を持っていたとすると、そのうちの 1000ポイ
ントを家内に渡し、娘にも 1000ポイント渡し、
友達に 500 ポイント渡します。私から 2500
ポイントを人にあげます。友達は、500 ドル
自分で寄付をしますと、ポールハリスフェロ

ーが 3名誕生します。ロータリアンでないの
に。そのような形のポールハリスフェローと

いうのがあるのです。蒲郡の商工会議所会頭

の小澤秀雄さんは、数年前のＲＩ会長のデブ

リンさんからポイントをもらいました。ロー

タリー財団の管理委員長を前年度までお勤め

頂きました。デブリンさんから小澤さんにポ

イントを渡してくれと連絡が参りまして、本

年度の地区大会でポールハリスフェローのメ

タル授与が行われます。皆さんこれは初耳だ

と思います。裏話を申し上げますと、これを

地区の諮問

委員会へ認

証ポイント

によるポー

ルハリスフ

ェローのメ

タル授与を

議事として

上程しまし

た。諮問委員会でどなたもご存知なかったで

す。皆様方も、奥様やお子様をポールハリス

フェローにすることができるのです。こうい

う情報がガバナーの余力として入ってきます。

非常に良いことだと思っております。例えば、

今年は地区としてロータリー情報に大変力を

入れております。地区の組織として、研修リ

ーダーは岡部パストガバナーです。今年から

研修委員会を作りまして、岡部さんを支える

委員会を設置しました。そして各クラブをあ

げてロータリー情報の勉強会をして下さいと

お願いしています。ここ数年は、ポリオに寄

付を、大阪の国際大会に寄付を、万博に寄付

をということが沢山ありました。そちらに気

が取られておりまして、ロータリー情報とい

う肝心なところが欠落してきていますので、

今年度より力を入れていこうと思っておりま

す。もうひとつは、広報です。私たちより 10
歳以上上の先輩方に言われたことは、「ロー

タリーというものは、自分のやったことをひ

けらかすものじゃあないよ。人様に言うもの

ではない」と言われて参りました。でも私は、

民主主義が取入れられた昭和 20年が 1年生だ
と思っているのですが、自分たちがやったこ

とを人様にご理解頂けないことは悔しくてし

ょうがない、新聞の紙面を賑わすのはライオ

ンズだけだということをご存知だと思います。

ロータリーは広報下手だと思います。ですか

ら、この年度あたりから一生懸命いろいろと

やったことを映像化したい、活字にしたいと

思いがガバナーとしてありますので、今年は

広報にも力を入れていくということです。公

式訪問で各クラブを回りながら、活動を是非

とも地方紙でいいので活字にして下さい。で

きれば６時のニュースで放映されるようにで

きないかとお伝えをしております。各クラブ

のクラブ計画書を見ますと会長幹事の意気込

みがわかってきます。委員長さんの新しいこ

とへの取組みが伝わってきます。時々その新

しい企画はいつから始めるのか質問しますと、

今年からとか去年からと返事を頂きます。そ

うするとクラブがその事業に対して燃え上が

っているのを感じます。ですから、ストレス

を感じますが非常に楽しい公式訪問を地区幹

事とともに行っております。 
私の役割は、ＲＩ会長のビル・ボイドさん

のテーマを皆さん伝えてご協力頂くことであ

ります。今年のテーマは「率先しよう」です。

これはアメリカでのガバナーの研修会の時に

発表されまして、研修リーダーから日本のガ

バナー34 名に対してＲＩテーマについての
感想を聞かれました。フリートークの中で今

年は簡単で良かったという意見が出ました。

そうしますと、研修リーダーの方からＲＩ会

長のテーマというのは、毎年、前年度のＲＩ

会長テーマを引き継ぐ形で考えられていると



 25 

のことでした。ご存知のようにＲＩのプログ

ラムは、どんどん拡大しております。どこで

キリをつけるのかというぐらいになっていま

す。昨年のテーマは「超我の奉仕」でした。

1911 年のロータリーが理論闘争に明け暮れ
た、シカゴに公衆便所を作ったほうが良いの

か、身体障害者のための学校をつくった方が

良いのかという理論闘争をしてクラブが二つ

に分かれたという記録があるそうで、その頃

の原点に戻りなさいというのが去年のテーマ

です。だとするとそれを考えてビル・ボルド

会長は「率先しよう」をテーマにしたことを

フリートークしました。ビル・ボルド会長は、

4 つの強調事項をあげました。水保全、飢餓
と保健、識字率の向上、ロータリー家族です。

これを我々がどのように皆さんにアプローチ

をするかを話し合いました。良く理解せずに

うかつに第１歩を踏み出さない方が良いであ

ろうというのが、我々ガバナーの結論でした。

逆に理解しているクラブは第 1歩を踏み出し
ても良いということです。クラブの歴史とか

個人の人生観に関わりを持ちながらテーマを

消化していくことになると思います。そのテ

ーマに踏み出す前に我々がやることは、クラ

ブ奉仕というものは何かということであろう

と思います。ロータリーが国際交流や社会奉

仕ばかりやっていても良くないのです。そう

しますと、ロータリーは職業奉仕だという一

番初めのテーマにぶち当たるのです。私は最

近、ロータリーは職業奉仕ではないと生意気

に主張しております。それは豊田という街は、

ものづくりということにとても賑わっている

地区です。ご存知のようにトヨタ自動車があ

れだけの会社に成長するのに二次三次という

下請けが繁栄しております。その会社の二代

目の方々が

ロータリー

に入会して

きます。40
代の経営者

が入ってき

ます。そし

て職業奉仕

について話

をしますと、職業奉仕がロータリーの原点な

の？そんなこと当たり前でしょう。倫理観を

持って物づくりをするのは当たり前のことだ

と彼らは言います。我々が学んできた職業奉

仕はなんだったのか、彼らが言う当たり前の

ことをポールハリスは、物づくりや物品販売

が乱れていたから、商取引の倫理観を法則と

して、特にシェルトンが言いました。シェル

トンは経済学博士です。なんでロータリアン

の企業だけ繁栄しているのか、ロータリーは

奉仕活動をしている。インチキをしない、倫

理観を貫く、お客さんのために物をつくる、

倫理観が

一貫して

あるので

商売が大

きくなっ

ていくの

がロータ

リアンの

企業でし

た。とい

うことがあの時代にあったわけです。しかし

100 年たった今は、当たり前のこととして若
い世代に受け継がれているのです。教会中心

の社会と仏教中心の我々の社会とでは、少し

ずれている感覚があります。あの時代、ロー

タリーの倫理観は、日本人の一番大切にして

いる道徳観と一緒だったので大変歓迎された

のだと思います。では、最近入会される若手

をロータリアンに育てようとすると、彼らに

はとても苦痛なことが起こります。それは週

一回、決まった時間に決まった場所に出掛け

ていくということです。これは若い世代には

苦痛のようです。それがクラブ奉仕をなかな

か理解してもらえないことだと思います。ク

ラブ奉仕とは例会に出ること、なんでそんな

に大事なんだと言う意見もあります。毎週例

会に出席をして、自分の情報を皆さんに言う、

皆さんの情報を自分がもらう。それを毎週毎

週やっていくことが、経営者として地区のリ

ーダーとして大きくなっていくのだと酒を飲

みながら先輩に教わりました。私の豊田ＲＣ

では、60 歳を過ぎたら嫌われても 40 代の世
代に物を言おうと申し合わせをして、なるべ

く言うようにしています。その中でどれだけ

大きくなるかはわかりません。ロータリアン

としてどんな活動をしていくのかもわかりま

せん。11月の地区大会の第 1日目に大村北Ｒ
Ｃの佐古亮尊さんに講師として来て頂きます。

この佐古さんが言われるには「クラブ奉仕を

徹底してやりなさい。クラブの中で仲良くし

ていけば何かが起こると言われます。ご縁が

あれば次のテーマに向かっての一歩が出ま
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す」と言われます。何かの出会いやカルチャ

ーショックがあれば、次の問題に手が出るで

しょうということだと思います。そこにＲＩ

テーマの「率先しよう」が出てくるのだと思

います。クラブ奉仕を一生懸命やっていくと、

ご縁があって社会奉仕や国際奉仕が出てくる

のです。だからクラブ奉仕がきっちりできな

いうちは、次の奉仕はやってはいけないとい

うことだと思います。豊橋の森パストガバナ

ーが、「ロータリーは人生の余白である」と言

われました。ロータリアンになった我々は人

生の中にどう落書きをするかだと思います。

何を書き込むかだと思います。ロータリアン

としてのテーマだと思います。クラブ奉仕を

しっかりしたあかつきに、初めて何かを書け

るんだと思います。そのようなロータリアン

に成長するのは、とても難しいと思います。

私は医者でありながら、ポリオのワクチンを

一滴も投与したことがありません。インドに

行っていません。ラオスに行って学校を建て

ていません。ロータリアンとしての負い目が

あります。現在ガバナーとしての肩書きがあ

りますので、いろいろなプロジェクトがある

ので、そのなかの２つぐらいには参加したい

と思っています。それが余白に落書きをする

行為なのかと思っております。ご静聴ありが

とうございました。 
 

★御礼のことば  中村仁蒲郡ＲＣ会長 

今日は、豊

川宝飯ＲＣの

皆様と蒲郡Ｒ

Ｃの会員と一

緒になって、

斉藤ガバナー

と藤井地区幹

事をお迎えすることができましたことを大変

うれしく思っております。斉藤ガバナーから

は、ＲＩについて、地区方針について、ロー

タリーについて教えて頂きました。内容もさ

ることながら、斉藤ガバナーの人柄を知るこ

とが出来まして大変良かったと思っています。

本日の公式訪問が折り返し地点とお伺いしま

した。これからも健康に気をつけて頂きまし

て、ガバナーの大役は大変だと思いますが、

頑張って頂きたいと思います。本日はありが

とうございました。 
 

★ニコニコボックス 

◎その他 
 斎藤直美さん 公式訪問よろしく 
 藤井伸三さん  〃 
 蒲郡ＲＣ   お世話になります 
 

次回例会のお知らせ 
 と き １０月１１日（水）18：00～ 
 ところ 東海カントリークラブ 
 内 容 豊川ＲＣとの合同例会 

会報担当者：小野喜明会員 

このウィークリーは再生紙を使用しています。 


